この頃思うこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しなのキャンパス　中野喜己子
つい先日、８月３日も北島先生の中野リトミックへ行かせていただきました。
私は、ピアノも弾けませんし、恥ずかしいのですが、未だに「ド・レ・ミ」の音程もしっかり把握していない上、音楽についてとんちんかんな感覚のままなのですが、子ども達と過ごさせていただけることに感謝でいっぱいです。一瞬一瞬の様々なことを感じて自然に学んでいる子ども達の身体は、生きる力に繋がっていると思います。そういう子どもたちの姿にあこがれを感じております。
そして、ここ数年、認知症のおばあちゃん（義母）の介護をさせていただいている中で、リトミックで教えていただいたことがどんなにありがたく、意味のあることなのかということを実感しています。
子どもたちは、複雑そうに思えるリズムでも、「1」の呼吸からはじまって、一呼吸ずつ無理なくスムーズにステップします。面倒に思うこともないのです。子ども達の姿をみていると、認知症のおばあちゃんの存在が困りごとではなく、そういうおばあちゃんを受け入れられなくて、不安や勝手な考えで自分自身を縛っている私が困りごとなのではないかと思ってきました。
 リトミックは一人一人の違った見方から始まるということも教えていただいています。最初は認知症という病気を受け入れられず、ただおろおろする私でしたが、おばあちゃんは、私たち以上に不安や心配を抱えていたことが分かりました。診断後におばあちゃんのカバンを開けると、色々な薬がぎっしり入っていました。おばあちゃんは一人で大きな不安を抱え、何とかしなければと苦しんでいたのです。その時は、心からごめんなさいと思うばかりでした。
それからは、病気の知識を得るため、対処法や事例本を読みました。｛認知症の人を怒ってはいけない。認知症の人にとって、何を怒ったかという内容は残らないで、怒ったと言うことだけが残って、混乱していくばかり・・｝頭では分かったつもりでした。ところが私は「おばあちゃん、ここが家なんだよ」「小さな子どもなんてここにはいないよ」と正当なこと言ってしまいます。そんな時、当時高校生だった息子が聞きつけて、「ばあちゃん、大丈夫だよ」とそばについていました。そして息子に「母さん、ばあちゃんのこと否定しちゃいけないよ」と何度も言われました。息子にはおばあちゃんの病気の細かいことは告げていませんでしたが、そのときのおばあちゃんをただ受け止めることができたのが息子だったのです。だからおばあちゃんも、息子だけには、いつも笑顔を向けて「こんちわ」と言っては何か話しかけていました。
息子の姿に、一緒にリトミックをやっているの子ども達の姿が重なりました。何度もテンポが遅れてしまう私に、子どもたちは根気よく手を合わせてくれるのです。また、北島先生やしなキャンの皆さんに介護の相談のお話をする度、皆さんの経験のお話しが身に染みて、いかに私は一方的で勝手な視点からばかり見ているのだろうと気づきました。北島先生の「受け入れると言うこと」、「介護もリトミック」と言うお話に、子ども達が身体中を使って、周りの人と一緒に楽しそうに呼吸する姿が重なってきました。子ども達の間には、音、リズムはもちろん、その瞬間に生じた様々な事や物からの学びにあふれていると言うこと。実際動いて、考えて、繋がりながら、自分の身体を通して学ぶということ。そして、泣いたり笑ったり、思いがけない場面もすべて大切な学びだと言うこと、それが本物なのだということを学ばせていただきました。
「そうだ、リトミックと一緒だ」おばあちゃんのつじつまが合わなかったり、突拍子もない話を聴きながら、それを受け止め家族で一緒に考えていきたい、おばあちゃんと向き合える身体に変えていきたいと思いました。
リトミックの時、以前の私は子ども達の動きや音色、発想がどこから来るものなのかも分からず、「いったい今、何をどう動いたらいいのだろう」と頭の中で答えを探しておろおろしていました。自分の鎧を外せなかったのです。
 小学一年生の女の子が、組む子がいなくて困っている年少さんの男の子を見つけて、そおっと手を差し出して組んでいる姿がありします。いつも一人で駆け回っているような小学生の男の子が、力の加減や距離を加減しながら年少さんの男の子が動きやすいようにさりげなく身体の動きを変えていたりします。柔らかな子ども達の感性や感覚を何より大切に育まれ、信じる、待つと言うことを実践されている北島先生の思いを、それぞれの子ども達の身体はちゃんと感じて呼吸しているのだと思いました。子ども達と北島先生の間に、大切な音、リズム・・・響いているのです。 
　おばあちゃんから、どんどん記憶も既成概念もなくなり、既に嫁・姑等の関係性もなくなりました。でも子ども達の姿を思い出して、関係性が大事なのではなく、一人の人間として繋がっていればいい、おばあちゃんの今と繋がろうと思い直しました。家をぬけだしたおばあちゃんを深夜の道路工事の方がジャンパーに書いてある電話番号を見つけて知らせて下さったことがあります。「お袋も認知症で、何となくどこ行くだいって話しかけてみた」とのこと。思いがけない方にも助けていただいて、頭が下がるばかりでした。リトミックでも、困っている子を見つけると、誰かが助けてくれます。私も困った時、子ども達に皆さんに助けていただいています。だから助けて下さった方への恩返しの意味でも、おばあちゃんが笑顔でいられるような介護でありたいなと、思えるようになりました。
ここしばらくおばあちゃんは、骨折のため入院していました。車いすでの生活がはじまり、グループホームへの入所が決まりました。グループホームの方の面接の時もおばあちゃんはにこにこしていて、「認知症の方でも引き込まれてしまう方、暴力的になってしまう方、様々な方がいますが、おばちゃんはとても穏やかですね」とおっしゃってもらいました。先は見えませんし、何がどうなるのかも分からないのですが、大切なことを聴きながら、おばあちゃんの笑顔が繋がっていけるように、これからも一緒に行こうと思っています。
  北島先生、皆さん、子ども達に改めて感謝でいっぱいの今日この頃です。
